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1. ははじじめめにに 
 

本研究プロジェクトは二つの内容からなります。第一に，教員養成系大学における国境を超え

た学生の協働を採り入れたプロジェクト型国際交流プログラムの開発と実施といった，大学にお

けるグローバル人材の育成を担う学校教員育成の教育実践です。第二に，プロジェクト型国際交

流プログラムにおける学生たちの活動やそこでの授業実践などをデータとして収集し，スイスと

日本との算数授業に関する比較研究を始め，国際交流プログラムにおける学生の学びについて理

解を深める教育学の基礎研究です。前者を平成 29年度に後者を平成 30年度に実施しました。そ

の活動内容と成果を本報告書にまとめました。 

 

本研究プロジェクトを進めるにあたって，とりわけ国際交流プログラムの実施にあたって，学

内外の多くの方々にご協力いただきました。スイスグループが上越を訪問した際に，上越教育大

学附属小学校，附属中学校，上越市立大手町小学校，上越市立城北中学校で学校訪問，授業参観

を実施させていただきました。学生たちの算数の授業実践においては，附属小学校の 4 年生の先

生方，児童の皆さんにご協力いただきました。さらに，学内においては，国際交流推進センター

の皆様を始め，学生宿舎でのホームステイに関しては学生支援課の皆様にご対応いただきました。

ここに厚くお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

また，単位にもならない課外活動であるにもかかわらず，参加してくれた学生の皆さんは大変

よく頑張ってくれました。スイスの学生たちとの交流は楽しいこともあったとは思いますが，全

体的にはコミュニケーションを始め大変なことが多かったと思います。さらに，授業実践，デー

タ収集とその処理，チームへの成果報告，報告書作成など，非常に多くの時間をこのプロジェク

トに費やしてくれました。これらの活動が私たち研究者の研究の基礎となっています。ありがと

うございました。 

 

プロジェクト型国際交流プログラムは成功裏に終えることができ，さらに 1 年間では研究期間

が足りないほどのデータと研究のアイデアを得ることができました。これまで既に国内外で複数

の研究発表を行ないましたが，今後まだまだ新たな成果が出る予定です。このからも国際共同研

究を継続するとともに，さらに発展させていければと考えております。今後とも皆様のご協力を

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

宮	 川	 	 健 
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2. 研研究究ププロロジジェェククトトのの概概要要 
 

2.1. 研研究究目目的的 

グローバル人材の育成を担う学校教員の育成を実現するため，スイス・ヴォー教育大学（HEP 

Vaud）とともに，教員養成系大学における国境を超えた学生の協働を採り入れたプロジェクト型

国際交流プログラムを開発・実施し，教員の国際共同研究により，そこでの学生の知識や学びの

性格を基礎的な視点から明らかにする。 

 

2.2. 特特色色・・意意義義 

本研究の特色・意義は，主に以下の二つある。 

• 教員養成系大学における国際交流プログラムのグローバル化を図る。文化研修のような訪問

型のプログラムとは異なり，授業を協働で設計・実践するなど，相互理解が難しい上に集団

での意思決定が求められる，より高度なコミュニケーション能力，異文化と自国の深い理解

が必要となるプロジェクト型プログラムを開発する。 

• 学生の引率など教員に負担が多く，敬遠されがちな国際交流プログラムを利用して，指導・

監督にあたる教員が国際交流するのみならず，データまでを収集し，国際共同研究を推進す

るという新たな事例を提示する。今回は，学生の学びをテーマとするものの，教員養成，指

導の内容や方法など，様々な国際水準の共同研究が可能であることを示す。 

 

2.3. 研研究究組組織織 

• 研究代表者 

- 宮川	 健 	 自然・生活教育学系	 准教授 

• 研究分担者 

- 河野	 麻沙美 	 学校教育学系	 准教授 

• 研究協力者 

- Stéphane CLIVAZ 	 スイス・ヴォー州教育大学	 教授 

- 木村	 貴之 	 附属小学校	 主幹教諭（算数） 

 

2.4. 参参加加学学生生（（研研究究協協力力者者）） 

本研究プロジェクトでは，国際交流プログラムの推進のために，授業実践などのデータを参加

学生が自ら収集・処理する。教員はそのデータを用いて研究を進める。その意味で，参加学生は

研究協力者でもある。以下の学生が参加した。 

2.4.1. 上越教育大学 

• 大竹	 凌	 	 （学部 4年自然系コース（数学）） 
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• 加藤	 光	 	 （学部 4年自然系コース（数学）） 

• 根津	 雄一	 （学部 4年自然系コース（数学）） 

• 小堺	 ひかり（学部 4年学校臨床コース（学習臨床）） 

• 番場	 克昭	 （学部 4年学校臨床コース（学習臨床）） 

2.4.2. ヴォー州教育大学 

大学 2年生 4名（男性 2名，女性 2名：30代 2名，20代 2名）。 

• Sébastien Gauthey  （スイス・ヴォー州教育大学・学部生） 

• Timothée Ozelley  （スイス・ヴォー州教育大学・学部生） 

• Odile Perakis   （スイス・ヴォー州教育大学・学部生） 

• Liliane Schorer （スイス・ヴォー州教育大学・学部生） 

 

3. 活活動動状状況況とと研研究究成成果果 
 

3.1. 平平成成 29 (2017) 年年度度 

3.1.1. 活動状況 

平成 29年度は，スイス・ヴォー州教育大学 (HEP Vaud)1 と上越教育大学の有志の学生により国

際学生交流プログラムを実施した。これまでの国際学生交流プログラムでは，一方の国の学生グ

ループがもう一方の国の大学や教育現場を訪問し，授業参観，文化・教育紹介の授業の実施，文

化研修などを中心とすることが多かったように思う。本プログラムでは，こうした従来のプログ

ラムよりもさらに学生間の交流を密にする仕掛けを組み込み，学生たちが語学力，コミュニケー

ション能力，主体性，国際感覚などを培い，先方および自己の文化や教育をより深く理解すると

ともに，昨今の教員養成の課題であるグローバル人材の育成を担う学校教員育成に貢献すること

に努めた。その仕掛けは，ヴォー州教育大学が進めている PEERS (Student and Researcher Social 

Networks Project) と呼ばれるプロジェクト型の国際学生交流プログラムである。今回，われわれ

はそれに乗っかった形になった。 

本プログラムの特色は，両大学の学生がチームとなり共同で一つのプロジェクトを進めること，

Skype 等を用いた遠隔コミュニケーションを通してプロジェクトを継続的に進めること，さらに

一週間ずつの相互訪問においてはお互い学生の家・アパートにホームステイすることであった。

共同でのプロジェクトのため相互理解と集団での意思決定が求められる。自らの考えを理解し英

語で伝え議論するのである。さらに，ホームステイでは，朝から晩まで英語でコミュニケーショ

ンを深め，ホテル等の宿泊では知ることのできない現地の生活を肌で体験する。 

今回の共同プロジェクトのテーマは，算数授業の共同でのデザイン・実践とした。スイスと日

                                                        
1 スイス・ヴォー州のローザンヌに拠点を置く教員養成系の大学である。フランス語名称は，Haute École 
Pédagogique du canton de Vaud, 英語では University of Teacher Education of the State of Vaud とされる。 
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本のチームが共同で一つの教材を開発し，それぞれの国でそれを用いた授業を複数回実践した。

そして，その結果を持ちよって比較検討した。それにより，算数指導についての理解を深めつつ，

各々の国の教育の基盤にある通常はあまり明確化されない教育についての文化的な考えにも触れ

る機会となるのである。 

プロジェクト型国際学生交流プログラムのおおよその活動内容を表 1 に示した。詳細について

は，国際学生交流プログラム報告書（宮川, 2018）を作成したので，そちらを参照いただきたい。

また，プログラムを通して，参加学生は，「21世紀を生き抜くための能力＋α」の向上に資する語

学，コミュニケーション能力，国際的な視野，異文化と自国の文化などについて多くを学んだこ

とと思われる（実際に何を学んだのかという点は，今後の研究課題である）。 

 

表 1	 国際交流プログラムの活動内容 

日程 平成 29年度	 国際交流プログラムの活動内容 

4月～8月 準備：語学研修（学生），スイスについての調査（学生） 

8月下旬～3月上旬 Skypeを用いたオンラインミーティングを定期的に実施 

10月 15日～10月 21日 ヴォー州教育大学の学生・教員の上越訪問 

学校訪問，授業観察，研究テーマ確定，研究計画策定 

協働による算数の授業設計 

12月 上越教育大学附属小学校で算数の授業実践 

2月 23日～3月 5日 上越教育大学の学生・教員のローザンヌ訪問 

授業実践，授業観察，データの分析，まとめ 

3月上旬 まとめ（報告書作成） 

 

3.1.2. 研究成果 

本年度は研究というよりも，国際交流プログラムの実施という実践の成果が主である。国際交

流プログラムは成功裏に終えることができ，プログラムの成果報告書（宮川, 2018）を執筆した。

また，われわれの活動を広く紹介するためにホームページ及びビデオクリップを作成し，報告書

を含めインターネットで公開している（資料の成果 1を参照）。 

また，ヴォー州教育大学と覚書等による大学間の協定を結んだ（2018年 3月締結）ことも特筆

すべき成果である。今後，本プロジェクト型国際交流プログラムを授業に組み込むなどして，よ

り恒常的に実施していくことが期待される。 

 

3.2. 平平成成 30 (2018) 年年度度 

3.2.1. 活動状況 

平成 30年度は，プロジェクト型国際交流プログラムでの参加学生の活動及び実践した授業をデ
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ータとして国際共同研究を進めた。前年度に大変多くのデータを収集できたため，様々な研究の

可能性があった。もともとは「学生の学び」が研究テーマではあったが，まずは両国で実施され

た算数授業をより深く理解するため，スイスと日本の算数授業の比較分析に焦点を当て，それぞ

れの国の授業の差異を特定するのみならず，それらを形作る文化的な要素を分析し授業の仕組み

を検討することとした。 

具体的には，主に二つの国際会議での発表・講演を目標に，データの分析や論文の執筆などを

共同で進めた。一つ目の国際会議は，2018年 6月 6日〜8日にスイス・ローザンヌで開催された，

主にフランス語圏の研究者を対象とした Congrès international Lesson Study（授業研究国際会議）2

であった（資料：成果 2を参照）。この国際会議は，数学教育学に特化したものではなく，教育一

般に関するものであった。そこで基調講演を担うことになり，それに向けて共同研究を実施した。

Skypeを通した議論に加え，研究代表者（宮川）が 2018年 5月 15日〜17日にローザンヌを訪問

し集中的に研究を進めた。当時フランス・リヨンに滞在しておりローザンヌに比較的近かったた

めこのようなことが可能であった。基調講演は，“Le partage du carré : deux « mêmes » leçons en Suisse 

et au Japon”（正方形の分割：スイスと日本での二つの“同じ”授業）という題目で，プロジェク

ト型国際交流プログラムで実施した授業を題材に，実際の授業の違い，日本とスイスの授業の特

徴について講演した (Miyakawa & Clivaz, 2018)。 

二つ目の国際会議は，2019年 2月 5日〜10日にオランダ・ユトレヒトで開催された，CERME11

（第 11 回ヨーロッパ数学教育学会大会）3という，数学教育学の研究者を対象としたものであっ

た。8ページの論文を執筆し論文を投稿した。その結果，審査に合格し，国際会議で口頭発表する

こととなった（資料：成果 4を参照）。発表題目は，Cultural effects on mathematics lessons: through 

the international collaborative development of a lesson in two countries（数学授業に対する文化的影響：

二ヶ国における授業の国際共同開発を通して）であった。発表は国際比較についての分科会にお

いてであり，どのような文化的な要素が，スイスと日本それぞれにおいて，授業を形作るのか検

討した成果を発表した (Clivaz & Miyakawa, 2019)。 

 

3.2.2. 研究成果 

平成 30年度も多くの研究成果が得られた。前述の種々の国際会議・学会での講演・発表が主た

るものである。今後，これまでの成果を国際学術誌の論文にまとめ投稿するとともに，さらに共

同研究を発展させ国内外で成果発表していく予定である。 

また，われわれのデータ分析の結果は，多くの研究者に好意的に受け取られ，関心を寄せてい

ただいたようである。実際，CERME11の論文でわれわれの研究を知った研究者より，来年度開催

される国際会議のシンポジウムでの発表依頼を受けた。それは，2019年 9月 16日〜19日にドイ

                                                        
2 http://www.hepl.ch/cms/accueil/actualites-et-agenda/actu-hep/congres-international-3ls.html 
3 https://cerme11.org/ 
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ツで開催される ICMT 3（第 3 回数学教科書研究開発国際会議）4であり，“Pre-service teachers’ 

resources in the cross-cultural collaborative design of a mathematics lesson”（数学授業の文化横断的協

働デザインにおける学生教師のリソース）の題目で発表することとなった (Miyakawa & Clivaz, 

forthcoming)。 

さらに，プロジェクト型交際交流プログラムに参加した日本人学生一名（大学院へ進学）が，

2018年 8月 3日〜5日に東京で開催された日本数学教育学会第 100回全国算数・数学教育研究（東

京）大会において，共同開発した授業実践について発表した（根津・宮川, 2018）（資料：成果 3を

参照）。この研究大会は現場教師向けのものであり，本研究プロジェクトの成果を学校現場へ還元

する機会となった。 

 

4. 研研究究成成果果のの発発表表状状況況 
 

1. 宮川健（代表）(2018.3).「国境を越えた協働による算数授業のデザインと実践」，平成 29年度

スイス・ヴォー州教育大学との国際学生交流プログラム報告書． 

2. Miyakawa, T. & Clivaz, S. (2018). "Le partage du carré : deux « mêmes » leçons en Suisse et au Japon" 

(Plenary lecture). Congrès international Lesson Study, 6-7 June 2018, HEP Vaud, Lausanne, Switzerland. 

（招待講演） 

3. 根津雄一・宮川健 (2018). 「正方形の分割問題を用いた数量の変化に関する実践 －スイスと

の共同での授業開発を通して－」（口頭発表）．日本数学教育学会 第 100回全国算数・数学教

育研究（東京）大会， 東京理科大学，2018年 8月 3日〜5日． 

4. Clivaz, S. & Miyakawa, T. (2019). Cultural effects on mathematics lessons: through the international 

collaborative development of a lesson in two countries. 11th Congress of the European Society for 

Research in Mathematics Education (CERME11), 6-10 February, 2019, Utrecht. 

5. Miyakawa, T. & Clivaz, S. (forthcoming). Pre-service teachers’ resources in the cross-cultural 

collaborative design of a mathematics lesson. Third International Conference on Mathematics Textbook 

Research and Development (ICMT 3), 16-19 September 2019, Paderborn University, Germany. 

 

5. 学学校校現現場場やや授授業業へへのの研研究究成成果果のの還還元元ににつついいてて 
 

研究成果の学校現場への還元を念頭に置いて，授業開発及び実践を附属小学校教員と共同で推

進した。また，今回の交流プログラムの成果は，学校教員対象の全国研究大会で発表し（根津・

宮川, 2018），学校現場への還元に努めた（資料：成果 3を参照）。 

  

                                                        
4 https://tagung.math.uni-paderborn.de/event/1/ 
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6. 資資料料 
 

6.1. 成成果果 1：：本本研研究究ププロロジジェェククトトののホホーームムペペーージジととビビデデオオククリリッッププ 

http://www.juen.ac.jp/math/miyakawa/peers/index.html 
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6.2. 成成果果 2：：Congrès international Lesson Study（（授授業業研研究究国国際際会会議議）） 

Miyakawa, T. & Clivaz, S. (2018). "Le partage du carré : deux « mêmes » leçons en Suisse et au Japon" 

(Plenary lecture). Congrès international Lesson Study, 6-7 June 2018, HEP Vaud, Lausanne, Switzerland.

（招待講演） 
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6.3. 成成果果 3：：日日本本数数学学教教育育学学会会全全国国大大会会 

根津雄一・宮川健 (2018). 「正方形の分割問題を用いた数量の変化に関する実践 －スイスとの共

同での授業開発を通して－」（口頭発表）．日本数学教育学会 第 100回全国算数・数学教育研

究（東京）大会，東京理科大学，2018年 8月 3日〜5日． 
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6.4. 成成果果 4：：CERME11 （（第第 11回回ヨヨーーロロッッパパ数数学学教教育育学学会会大大会会）） 

Clivaz, S. & Miyakawa, T. (2019). Cultural effects on mathematics lessons: through the international 

collaborative development of a lesson in two countries. 11th Congress of the European Society for 

Research in Mathematics Education (CERME11), 6-10 February, 2019, Utrecht. 

 

 

 



C
ul

tu
ra

l e
ff

ec
ts

 o
n 

m
at

he
m

at
ic

s 
le

ss
on

s:
 im

pl
em

en
ta

tio
ns

 o
f t

he
 

“s
am

e”
 c

ol
la

bo
ra

tiv
el

y 
de

ve
lo

pe
d 

le
ss

on
 in

 tw
o 

co
un

tr
ie

s 
St

ép
ha

ne
 C

liv
az

1  a
nd

 T
ak

es
hi

 M
iy

ak
aw

a2  
1 L

au
sa

nn
e 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f T
ea

ch
er

 E
du

ca
tio

n,
 st

ep
ha

ne
.c

liv
az

@
he

pl
.c

h 
2 J

oe
ts

u 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f E

du
ca

tio
n,

 m
iy

ak
aw

a@
ju

en
.a

c.
jp

 

Th
is

 p
ap

er
 a

na
ly

se
s 

tw
o 

gr
ad

e 
4 

m
at

he
m

at
ic

s 
le

ss
on

s 
co

nd
uc

te
d 

in
 S

w
itz

er
la

nd
 a

nd
 i

n 
Ja

pa
n 

by
 

st
ud

en
t-t

ea
ch

er
s 

(p
re

-s
er

vi
ce

 t
ea

ch
er

s)
 i

n 
th

e 
co

nt
ex

t 
of

 a
 p

ro
je

ct
-b

as
ed

 i
nt

er
na

tio
na

l 
ex

ch
an

ge
 

pr
og

ra
m

. T
he

 le
ss

on
, i

ni
tia

lly
 p

la
nn

ed
 to

ge
th

er
 b

y 
ni

ne
 s

tu
de

nt
-te

ac
he

rs
 o

f t
he

 tw
o 

co
un

tr
ie

s,
 w

as
 

fin
al

ly
 im

pl
em

en
te

d 
in

 r
at

he
r 

di
ffe

re
nt

 w
ay

s 
in

 S
w

itz
er

la
nd

 a
nd

 in
 J

ap
an

. T
he

 d
at

a 
an

al
ys

is
 m

ak
es

 
ex

pl
ic

it 
th

e 
di

ffe
re

nc
es

 o
f t

he
 tw

o 
le

ss
on

s 
an

d 
id

en
tif

ie
s 

cu
ltu

ra
l e

le
m

en
ts

 th
at

 s
ha

pe
 s

uc
h 

le
ss

on
s.

 

K
ey

w
or

ds
: C

om
pa

ra
tiv

e 
ed

uc
at

io
n,

 le
ss

on
 s

tu
dy

, l
ev

el
s 

of
 c

od
et

er
m

in
at

io
n,

 c
ul

tu
ra

l c
on

te
xt

. 

In
tr

od
uc

tio
n 

In
te

rn
at

io
na

l c
om

pa
ra

tiv
e 

st
ud

ie
s 

ha
ve

 b
ee

n 
ca

rr
ie

d 
ou

t s
o 

fa
r 

on
 d

iff
er

en
t a

sp
ec

ts
 o

f 
m

at
he

m
at

ic
s 

ed
uc

at
io

n.
 L

ar
ge

-s
ca

le
 s

tu
di

es
 s

uc
h 

as
 P

IS
A

, T
IM

SS
, a

nd
 T

A
LI

S 
pr

ov
id

e 
ex

te
ns

iv
e 

in
fo

rm
at

io
n 

on
 

th
e 

ed
uc

at
io

n 
sy

st
em

, 
w

hi
le

 c
om

pl
em

en
ta

ry
 s

m
al

l-s
ca

le
 s

tu
di

es
 b

y 
in

di
vi

du
al

 r
es

ea
rc

he
rs

 a
llo

w
 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
in

-d
ep

th
 o

n 
sp

ec
ifi

c 
as

pe
ct

s 
(C

ai
 e

t 
al

., 
20

16
). 

Pr
ev

io
us

 c
om

pa
ra

tiv
e 

st
ud

ie
s 

on
 

cl
as

sr
oo

m
 m

at
he

m
at

ic
s 

te
ac

hi
ng

 p
ra

ct
ic

es
 h

av
e 

sh
ow

n 
la

rg
e 

di
ff

er
en

ce
s 

be
tw

ee
n 

A
si

an
 a

nd
 o

th
er

 
co

un
tri

es
 (

C
ai

 &
 W

an
g,

 2
01

0;
 C

la
rk

e 
et

 a
l.,

 2
00

6;
 C

la
rk

e 
et

 a
l.,

 2
00

7;
 S

tig
le

r 
&

 H
ie

be
rt,

 1
99

9;
 

St
ig

le
r &

 P
er

ry
, 1

98
8)

. H
ow

ev
er

, w
e 

co
ns

id
er

 th
at

 th
e 

cu
ltu

ra
l f

ac
to

rs
 th

at
 p

ro
du

ce
 s

uc
h 

di
ff

er
en

ce
s 

ha
ve

 n
ot

 b
ee

n 
th

or
ou

gh
ly

 i
nv

es
tig

at
ed

. F
or

 i
ns

ta
nc

e,
 w

e 
re

m
ai

n 
un

ce
rta

in
 a

bo
ut

 w
ha

t 
sh

ap
es

 t
he

 
st

ru
ct

ur
e 

of
 J

ap
an

es
e 

m
at

he
m

at
ic

s 
le

ss
on

s 
. T

he
re

 o
ug

ht
 to

 b
e 

di
ff

er
en

t c
ul

tu
ra

l f
ac

to
rs

 th
at

 a
ff

ec
t 

th
e 

le
ss

on
s i

n 
a 

gi
ve

n 
co

un
try

.  

W
e 

re
ce

nt
ly

 o
bt

ai
ne

d 
da

ta
 in

 th
e 

co
nt

ex
t o

f a
n 

in
te

rn
at

io
na

l e
xc

ha
ng

e 
of

 s
tu

de
nt

-te
ac

he
rs

 a
nd

 th
ei

r 
ed

uc
at

or
s. 

Th
e 

st
ud

en
t-t

ea
ch

er
s 

fr
om

 S
w

itz
er

la
nd

 a
nd

 J
ap

an
 p

re
pa

re
d 

a 
le

ss
on

 t
og

et
he

r 
an

d 
co

nd
uc

te
d 

it 
se

pa
ra

te
ly

 in
 e

ac
h 

co
un

try
. A

s 
th

e 
le

ss
on

 is
 d

ev
el

op
ed

 c
ol

la
bo

ra
tiv

el
y,

 th
e 

di
ff

er
en

ce
s 

w
e 

m
ay

 id
en

tif
y 

in
 th

e 
im

pl
em

en
te

d 
le

ss
on

s 
w

ou
ld

 b
e 

de
ep

ly
 r

oo
te

d 
in

 th
e 

ed
uc

at
io

na
l c

ul
tu

re
 o

f 
ea

ch
 c

ou
nt

ry
. 

Fu
rth

er
, 

su
ch

 d
at

a 
ar

e 
ve

ry
 r

el
ev

an
t 

fo
r 

co
m

pa
ra

tiv
e 

st
ud

ie
s, 

be
ca

us
e 

on
e 

of
 t

he
 

co
m

pl
ex

iti
es

 w
e 

en
co

un
te

r i
s 

to
 h

av
e 

co
m

pa
ra

bl
e 

da
ta

. M
at

he
m

at
ic

s 
te

ac
hi

ng
 in

 th
e 

cl
as

sr
oo

m
 m

ay
 

va
ry

 f
ro

m
 o

ne
 le

ss
on

 to
 a

no
th

er
 u

nd
er

 th
e 

ef
fe

ct
s 

of
 v

ar
io

us
 f

ac
to

rs
 in

si
de

 a
nd

 o
ut

si
de

 c
la

ss
ro

om
. 

Th
e 

te
ac

hi
ng

 o
f 

a 
sp

ec
ifi

c 
m

at
he

m
at

ic
al

 to
pi

c 
w

ou
ld

 b
e 

ve
ry

 d
iff

er
en

t f
ro

m
 th

at
 o

f 
an

ot
he

r 
to

pi
c.

 
W

e 
th

in
k 

th
at

 su
ch

 d
at

a 
al

lo
w

s a
n 

in
te

re
st

in
g 

co
m

pa
ra

tiv
e 

st
ud

y 
on

 m
at

he
m

at
ic

s l
es

so
ns

. T
he

 a
im

 o
f 

ou
r 

st
ud

y 
is

 t
hu

s 
to

 a
dv

an
ce

 u
nd

er
st

an
di

ng
 o

f 
m

at
he

m
at

ic
s 

te
ac

hi
ng

 a
nd

 l
ea

rn
in

g 
of

 d
iff

er
en

t 
co

un
tri

es
, w

ha
t t

he
ir 

ch
ar

ac
te

ris
tic

s 
ar

e 
an

d 
w

ha
t e

le
m

en
ts

 s
ha

pe
 s

uc
h 

ch
ar

ac
te

ris
tic

s, 
th

ro
ug

h 
an

 
an

al
ys

is
 o

f t
he

 d
at

a 
co

lle
ct

ed
 in

 th
e 

pr
oj

ec
t-b

as
ed

 in
te

rn
at

io
na

l e
xc

ha
ng

e 
pr

og
ra

m
. 

T
he

or
et

ic
al

 fr
am

ew
or

ks
 

O
ne

 is
su

e 
on

 th
e 

m
et

ho
do

lo
gy

 o
f i

nt
er

na
tio

na
l c

om
pa

ra
tiv

e 
st

ud
ie

s 
of

 m
at

he
m

at
ic

s 
cl

as
sr

oo
m

 is
 to

 
se

t u
p 

co
m

m
on

 c
rit

er
ia

 to
 a

na
ly

se
 th

e 
da

ta
 c

ol
le

ct
ed

 fr
om

 tw
o 

co
un

tri
es

. I
t i

s 
no

t n
ec

es
sa

ril
y 

ea
sy

 to
 

de
ci

de
 w

ha
t 

to
 c

om
pa

re
, 

be
ca

us
e 

it 
w

ou
ld

 v
ar

y 
ac

co
rd

in
g 

to
 h

ow
 w

e 
ch

ar
ac

te
ris

e 
cl

as
sr

oo
m

 

ac
tiv

iti
es

 a
nd

 w
ha

t w
e 

co
ns

id
er

 im
po

rta
nt

 w
ith

 m
at

he
m

at
ic

s 
le

ss
on

s. 
Th

e 
le

ss
on

 s
tru

ct
ur

e 
is

 o
ne

 o
f 

as
pe

ct
s 

w
hi

ch
 h

as
 b

ee
n 

co
m

pa
re

d 
in

 th
e 

pr
ev

io
us

 s
tu

di
es

 (
C

la
rk

e 
et

 a
l.,

 2
00

7;
 S

tig
le

r 
&

 H
ie

be
rt,

 
19

99
). 

In
 s

uc
h 

st
ud

ie
s, 

it 
is

 i
m

po
rta

nt
 t

o 
fin

d 
ou

t 
a 

le
ss

on
 s

tru
ct

ur
e 

of
 r

ef
er

en
ce

, w
hi

ch
 i

nc
lu

de
s 

s i
gn

ifi
ca

nt
 p

ha
se

s i
n 

te
rm

s o
f m

at
he

m
at

ic
s l

ea
rn

in
g.

  

In
 o

ur
 s

tu
dy

, w
e 

dr
aw

 a
tte

nt
io

n 
to

 th
e 

le
ss

on
 c

al
le

d 
m

on
da

i k
ai

ke
ts

ug
at

a 
ju

gy
ō 

in
 J

ap
an

 (s
tru

ct
ur

ed
 

pr
ob

le
m

 s
ol

vi
ng

 l
es

so
n 

in
 E

ng
lis

h;
 s

ee
 S

tig
le

r 
&

 H
ie

be
rt,

 1
99

9)
 a

nd
 t

o 
th

e 
th

eo
ry

 o
f 

di
da

ct
ic

al
 

si
tu

at
io

ns
, 

w
hi

ch
 h

as
 b

ee
n 

de
ve

lo
pe

d 
in

 F
ra

nc
e 

(T
D

S 
he

re
af

te
r; 

B
ro

us
se

au
, 

19
97

). 
Th

e 
fo

rm
er

 
le

ss
on

 u
su

al
ly

 c
on

si
st

s 
of

 fo
ur

 o
r f

iv
e 

ph
as

es
, w

hi
ch

 h
av

e 
be

en
 ra

th
er

 e
m

pi
ric

al
ly

 id
en

tif
ie

d 
by

 th
e 

re
se

ar
ch

er
s 

an
d 

th
e 

ed
uc

at
or

s:
 i

nt
ro

du
ct

io
n 

of
 a

 p
ro

bl
em

, 
in

di
vi

du
al

 w
or

k 
an

d/
or

 g
ro

up
 w

or
k,

 
ne

ri
ag

e 
(w

ho
le

 c
la

ss
 c

ol
le

ct
iv

e 
w

or
k)

, a
nd

 m
at

om
e 

(s
yn

th
es

is
) (

se
e 

al
so

 S
hi

m
iz

u,
 1

99
9)

. I
n 

co
nt

ra
st

, 
th

e 
la

tte
r 

th
eo

ry
 c

ha
ra

ct
er

is
es

 t
he

 p
ro

ce
ss

 o
f 

m
at

he
m

at
ic

s 
te

ac
hi

ng
 a

nd
 l

ea
rn

in
g,

 i
n 

te
rm

s 
of

 t
he

 
st

at
es

 o
f 

m
at

he
m

at
ic

al
 k

no
w

le
dg

e 
an

d 
its

 e
vo

lu
tio

n—
si

tu
at

io
ns

 o
f 

ac
tio

n,
 f

or
m

ul
at

io
n,

 a
nd

 
va

lid
at

io
n—

as
 w

el
l a

s 
th

e 
pr

oc
es

s 
th

e 
te

ac
he

r c
on

ce
rn

s—
de

vo
lu

tio
n 

an
d 

in
st

itu
tio

na
lis

at
io

n.
 W

hi
le

 
th

e 
co

rr
es

po
nd

en
ce

 b
et

w
ee

n 
th

e 
tw

o 
st

ru
ct

ur
es

 is
 n

ot
 p

er
fe

ct
 (C

liv
az

, 2
01

5;
 M

iy
ak

aw
a 

&
 W

in
sl

øw
, 

20
09

), 
th

e 
pa

ra
lle

lis
m

 a
nd

 t
he

 c
om

pl
em

en
ta

rit
y 

al
lo

w
 u

s 
to

 h
av

e 
a 

ne
ut

ra
l 

vi
ew

po
in

t, 
th

e 
le

ss
on

 
st

ru
ct

ur
e 

of
 r

ef
er

en
ce

, f
or

 th
e 

co
m

pa
ra

tiv
e 

an
al

ys
is

. T
hi

s 
po

in
t i

s 
un

lik
e 

th
e 

Le
ar

ne
r’

s 
Pe

rs
pe

ct
iv

e 
St

ud
y 

ad
op

tin
g 

as
 a

 u
ni

t o
f a

na
ly

si
s 

th
e 

“l
es

so
n 

ev
en

t”
, w

hi
ch

 is
 s

pe
ci

fic
 to

 a
 c

ou
nt

ry
 (C

la
rk

e 
et

 a
l.,

 
20

07
). 

Fo
r 

th
e 

an
al

ys
is

 o
f 

le
ss

on
s 

in
 o

ur
 s

tu
dy

, 
th

er
ef

or
e,

 w
e 

ad
op

t 
th

e 
ch

ar
ac

te
ris

at
io

ns
 o

f 
th

e 
af

or
em

en
tio

ne
d 

fr
am

ew
or

ks
 w

ith
 s

om
e 

ad
ap

ta
tio

ns
 in

 o
rd

er
 to

 ta
ke

 in
to

 a
cc

ou
nt

 th
e 

sp
ec

ifi
ci

tie
s 

of
 

Ja
pa

ne
se

 le
ss

on
 a

s w
el

l a
s t

he
 p

er
sp

ec
tiv

es
 d

ev
el

op
ed

 in
 F

ra
nc

e.
  

W
hi

le
 th

es
e 

fr
am

ew
or

ks
 p

ro
vi

de
 u

s 
w

ith
 th

e 
as

pe
ct

s o
f c

la
ss

ro
om

 a
ct

iv
iti

es
 to

 b
e 

co
m

pa
re

d,
 th

ey
 d

o 
no

t a
llo

w
 u

s 
to

 c
ha

ra
ct

er
is

e 
th

e 
ex

te
rio

r 
fa

ct
or

s 
th

at
 s

ha
pe

 th
e 

le
ss

on
. T

o 
de

al
 w

ith
 th

is
 is

su
e,

 w
e 

re
ly

 o
n 

th
e 

an
th

ro
po

lo
gi

ca
l t

he
or

y 
of

 th
e 

di
da

ct
ic

 (
A

TD
 h

er
ea

fte
r)

 w
hi

ch
 d

ire
ct

s 
us

 to
 in

ve
st

ig
at

e 
th

e 
fa

ct
or

s 
be

yo
nd

 t
he

 c
la

ss
ro

om
 (

B
os

ch
 &

 G
as

có
n,

 2
00

6;
 C

he
va

lla
rd

, 2
00

2)
. I

n 
th

is
 t

he
or

y,
 t

he
 

le
ss

on
 i

m
pl

em
en

te
d 

in
 t

he
 c

la
ss

ro
om

 i
s 

co
ns

id
er

ed
 a

s 
a 

re
su

lt 
of

 d
id

ac
tic

 tr
an

sp
os

iti
on

 w
hi

ch
 i

s 
un

de
r t

he
 in

flu
en

ce
s 

of
 th

e 
co

nd
iti

on
s 

th
at

 s
up

po
rt 

th
e 

re
al

is
at

io
n 

of
 s

uc
h 

le
ss

on
 a

nd
 th

e 
co

ns
tr

ai
nt

s 
th

at
 h

in
de

r 
it.

 A
TD

 im
pl

ie
s 

th
at

 th
es

e 
co

nd
iti

on
s 

an
d 

co
ns

tra
in

ts
 m

ay
 h

av
e 

di
ff

er
en

t o
rig

in
s 

ev
en

 
be

yo
nd

 th
e 

cl
as

sr
oo

m
, a

nd
 p

ro
po

se
s 

a 
cl

as
si

fic
at

io
n 

ca
lle

d 
th

e 
le

ve
ls

 o
f d

id
ac

tic
 c

od
et

er
m

in
at

io
n:

 
ci

vi
lis

at
io

n 
– 

so
ci

et
y 

– 
sc

ho
ol

 –
 p

ed
ag

og
y 

– 
di

sc
ip

lin
e 

– 
do

m
ai

n 
– 

se
ct

or
 –

 th
em

e 
– 

su
bj

ec
t (

B
os

ch
 &

 
G

as
có

n,
 2

00
6;

 C
he

va
lla

rd
, 

20
02

). 
Th

e 
st

ud
y 

by
 A

rti
gu

e 
an

d 
W

in
sl

øw
 (

20
10

) 
sh

ow
s 

th
at

 t
hi

s 
pe

rs
pe

ct
iv

e 
al

lo
w

s 
us

 t
o 

ca
pt

ur
e,

 i
n 

th
e 

co
nt

ex
t 

of
 i

nt
er

na
tio

na
l 

co
m

pa
ra

tiv
e 

st
ud

y,
 t

he
 e

xt
en

si
ve

 
fa

ct
or

s 
th

at
 a

ff
ec

ts
 m

at
he

m
at

ic
s 

ed
uc

at
io

n.
 W

e 
al

so
 c

on
si

de
r 

th
at

 s
uc

h 
pe

rs
pe

ct
iv

e 
he

lp
s 

us
 t

o 
id

en
tif

y 
di

ff
er

en
t c

ul
tu

ra
l e

ff
ec

ts
 th

at
 sh

ap
e 

th
e 

le
ss

on
s o

f o
ur

 p
ro

je
ct

. 

C
on

te
xt

 o
f t

hi
s 

st
ud

y 

O
ur

 p
rin

ci
pa

l m
et

ho
do

lo
gy

 o
f 

co
m

pa
ra

tiv
e 

st
ud

ie
s 

is
 b

as
ed

 o
n 

th
e 

co
lla

bo
ra

tiv
e 

de
ve

lo
pm

en
t o

f 
a 

m
at

he
m

at
ic

s 
le

ss
on

 b
y 

Sw
is

s 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 s

tu
de

nt
-te

ac
he

rs
. 

Th
is

 h
ap

pe
ne

d 
in

 t
he

 m
or

e 
ge

ne
ra

l 
co

nt
ex

t 
of

 s
tu

de
nt

s 
an

d 
pr

of
es

so
rs

 e
xc

ha
ng

e 
pr

og
ra

m
, 

ca
lle

d 
PE

ER
S 

(P
ro

je
t 

d'
Ét

ud
ia

nt
s 

et
 

d'
En

se
ig

na
nt

s-
ch

er
ch

eu
rs

 e
n 

R
és

ea
ux

 S
oc

ia
ux

) 
ca

rr
ie

d 
ou

t 
by

 L
au

sa
nn

e 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

Te
ac

he
r 

Ed
uc

at
io

n 
(H

EP
 V

au
d)

. E
ac

h 
PE

ER
S 

co
ns

is
t 

in
 a

 j
oi

nt
ly

 d
ef

in
ed

 r
es

ea
rc

h 
pr

oj
ec

t 
by

 a
 g

ro
up

 o
f 

st
ud

en
ts

 f
ro

m
 H

EP
 V

au
d 

in
 a

ss
oc

ia
tio

n 
w

ith
 a

 g
ro

up
 o

f 
st

ud
en

ts
 f

ro
m

 th
e 

pa
rtn

er
 u

ni
ve

rs
ity

. T
hi

s 

11



p r
oj

ec
t c

om
bi

ne
s 

fa
ce

-to
-f

ac
e 

(o
ne

 w
ee

k 
in

 e
ac

h 
co

un
try

) w
ith

 d
is

ta
nc

e 
co

lla
bo

ra
tiv

e 
w

or
k 

ph
as

es
. 

PE
ER

S 
w

ith
 Jo

et
su

 U
ni

ve
rs

ity
 o

f E
du

ca
tio

n 
w

as
 su

pe
rv

is
ed

 b
y 

th
e 

tw
o 

au
th

or
s o

f t
hi

s p
ap

er
. 

Th
e 

gr
ou

p 
fir

st
 in

te
ra

ct
ed

 th
ro

ug
h 

Sk
yp

e 
m

ee
tin

gs
 o

rg
an

is
ed

 th
re

e 
tim

es
 in

 f
al

l 2
01

7,
 a

nd
 d

ec
id

ed
 

th
e 

ge
ne

ra
l t

he
m

e 
of

 P
EE

R
S:

 th
e 

co
lla

bo
ra

tiv
e 

de
ve

lo
pm

en
t o

f a
 p

ro
bl

em
 s

ol
vi

ng
 g

eo
m

et
ry

 le
ss

on
 

fo
r 

gr
ad

e 
4 

pu
pi

ls
, l

ik
e 

th
e 

le
ss

on
 s

tu
dy

 p
ro

ce
ss

 (
H

ar
t, 

A
ls

to
n,

 &
 M

ur
at

a,
 2

01
1)

. T
he

 g
ro

up
 s

pe
nt

 
on

e 
w

ee
k 

in
 J

oe
ts

u 
in

 O
ct

ob
er

 2
01

7 
fo

r d
es

ig
ni

ng
 a

 ta
sk

, s
tu

dy
in

g 
th

e 
to

pi
c 

an
d 

pl
an

ni
ng

 th
e 

le
ss

on
 

to
ge

th
er

. A
t t

he
 e

nd
 o

f t
he

 w
ee

k,
 a

 fi
rs

t d
ra

ft 
of

 le
ss

on
 p

la
n 

w
as

 re
ad

y.
 

D
ur

in
g 

th
e 

w
in

te
r, 

th
e 

tw
o 

gr
ou

ps
 d

ev
el

op
ed

 th
ei

r l
es

so
n 

se
pa

ra
te

ly
 a

nd
 ta

ug
ht

 th
em

 s
ev

er
al

 ti
m

es
. 

Fo
r t

he
 J

ap
an

es
e 

gr
ou

p,
 th

e 
le

ss
on

 w
as

 ta
ug

ht
 tw

o 
tim

es
 a

s 
a 

m
oc

k 
le

ss
on

 a
nd

 tw
o 

tim
es

 in
 g

ra
de

 4
 

cl
as

se
s 

w
ith

 a
bo

ut
 3

5 
pu

pi
ls

 in
 th

e 
at

ta
ch

ed
 s

ch
oo

l. 
Fo

r t
he

 S
w

is
s 

gr
ou

p,
 th

e 
le

ss
on

 w
as

 ta
ug

ht
 b

y 
ea

ch
 S

w
is

s 
st

ud
en

t i
n 

he
r/h

is
 p

ra
ct

ic
um

 c
la

ss
ro

om
 o

f 
ab

ou
t 2

0 
pu

pi
ls

 w
ith

 th
e 

ob
se

rv
at

io
n 

by
 th

e 
re

st
 o

f 
th

e 
gr

ou
p,

 a
nd

 f
ol

lo
w

ed
 b

y 
a 

po
st

 le
ss

on
 d

is
cu

ss
io

n.
 T

hi
s 

di
sc

us
si

on
 le

d 
to

 c
ha

ng
es

 in
 th

e 
le

ss
on

 p
la

n 
fo

r t
he

 n
ex

t l
es

so
n.

 A
fte

r t
hr

ee
 S

ky
pe

 m
ee

tin
gs

, t
he

 J
ap

an
es

e 
gr

ou
p 

sp
en

t o
ne

 w
ee

k 
in

 
La

us
an

ne
 in

 F
eb

ru
ar

y 
20

18
. D

ur
in

g 
th

is
 w

ee
k,

 th
e 

gr
ou

p 
ob

se
rv

ed
 th

e 
la

st
 S

w
is

s 
le

ss
on

, w
at

ch
ed

 
th

e 
vi

de
o 

of
 th

e 
la

st
 Ja

pa
ne

se
 le

ss
on

, a
nd

 d
is

cu
ss

ed
 th

e 
di

ff
er

en
ce

s a
nd

 c
om

m
on

al
iti

es
. 

Th
e 

gr
ou

p 
se

le
ct

ed
 a

 p
ro

bl
em

 fr
om

 th
e 

Sw
is

s 
te

xt
bo

ok
 (D

an
al

et
 e

t a
l.,

 1
99

9)
: “

D
iv

id
e 

a 
sq

ua
re

 in
to

 
se

ve
ra

l s
qu

ar
es

, b
ut

 n
ot

 m
or

e 
th

an
 2

0.
 F

in
d 

as
 m

an
y 

so
lu

tio
ns

 a
s p

os
si

bl
e”

.  

Fi
gu

re
 1

: S
om

e 
of

 th
e 

po
ss

ib
le

 s
ol

ut
io

ns
 fo

r 
4,

 6
 a

nd
 7

 

M
et

ho
do

lo
gy

: d
at

a 
co

lle
ct

io
n 

an
d 

an
al

yt
ic

al
 to

ol
s 

Th
e 

da
ta

 w
er

e 
co

lle
ct

ed
 f

ro
m

 th
e 

ab
ov

e-
m

en
tio

ne
d 

ex
ch

an
ge

 p
ro

je
ct

. W
e 

vi
de

ot
ap

ed
 m

os
t o

f 
th

e 
ac

tiv
iti

es
 r

el
at

ed
 to

 th
e 

co
lla

bo
ra

tiv
e 

de
ve

lo
pm

en
t o

f 
m

at
he

m
at

ic
s 

le
ss

on
 a

nd
 it

s 
im

pl
em

en
ta

tio
n:

 
Sk

yp
e 

m
ee

tin
gs

, d
is

cu
ss

io
ns

 d
ur

in
g 

fa
ce

-to
-f

ac
e 

m
ee

tin
gs

, p
re

pa
ra

to
ry

 le
ss

on
s, 

im
pl

em
en

ta
tio

n 
of

 
le

ss
on

s, 
po

st
 le

ss
on

 d
is

cu
ss

io
n,

 e
tc

. I
n 

th
is

 p
ap

er
, w

e 
pr

in
ci

pa
lly

 a
na

ly
se

d,
 fo

r t
he

 c
om

pa
ra

tiv
e 

st
ud

y,
 

th
e 

la
st

 v
er

si
on

s o
f l

es
so

n 
pl

an
 a

nd
 th

e 
vi

de
o 

da
ta

 o
f t

he
 la

st
 le

ss
on

 fr
om

 th
e 

tw
o 

co
un

tri
es

. T
he

 fi
rs

t 
dr

af
t 

of
 l

es
so

n 
pl

an
 w

as
 c

ol
la

bo
ra

tiv
el

y 
w

rit
te

n 
in

 E
ng

lis
h.

 T
he

n,
 t

he
 d

et
ai

le
d 

le
ss

on
 p

la
ns

 w
er

e 
w

rit
te

n 
se

pa
ra

te
ly

 i
n 

bo
th

 s
id

es
 i

n 
st

ud
en

t-t
ea

ch
er

s’
 o

w
n 

la
ng

ua
ge

s 
(J

ap
an

es
e 

an
d 

Fr
en

ch
) 

an
d 

re
vi

se
d 

se
ve

ra
l t

im
es

 a
fte

r t
he

 le
ss

on
s. 

Th
ey

 w
er

e 
tra

ns
la

te
d 

la
te

r i
n 

En
gl

is
h 

fo
r s

ha
rin

g 
pu

rp
os

es
 in

 
th

e 
pr

oj
ec

t. 
Th

e 
Ja

pa
ne

se
 v

id
eo

 d
at

a 
w

as
 tr

an
sc

rib
ed

 fi
rs

t a
nd

 th
en

 tr
an

sl
at

ed
 in

to
 E

ng
lis

h,
 w

hi
le

 th
e 

Sw
is

s d
at

a 
w

as
 tr

an
sc

rib
ed

 in
 F

re
nc

h 
an

d 
th

en
 o

nl
y 

so
m

e 
pa

rts
 w

er
e 

tra
ns

la
te

d 
in

 E
ng

lis
h.

 

Fo
r 

th
e 

co
m

pa
ris

on
 o

f 
le

ss
on

s, 
w

e 
ch

ar
ac

te
ris

ed
 th

e 
pr

oc
es

s 
an

d 
st

ru
ct

ur
e 

of
 le

ss
on

 b
y 

id
en

tif
yi

ng
 

th
e 

m
od

es
 o

f 
w

or
ks

 f
ro

m
 t

w
o 

as
pe

ct
s. 

Th
e 

fir
st

 i
s 

th
e 

in
te

ra
ct

io
n 

am
on

g 
pu

pi
ls

 a
nd

 t
ea

ch
er

 t
ha

t 
im

pl
ie

s 
th

re
e 

ki
nd

s 
of

 w
or

ks
: 

in
di

vi
du

al
, g

ro
up

, a
nd

 c
ol

le
ct

iv
e 

or
 w

ho
le

 c
la

ss
 w

or
k.

 T
hi

s 
as

pe
ct

 
al

lo
w

s 
us

 to
 d

es
cr

ib
e 

th
e 

ov
er

al
l a

ct
iv

iti
es

 in
 th

e 
cl

as
sr

oo
m

 a
s 

w
el

l a
s 

th
e 

ro
le

s 
pl

ay
ed

 b
y 

te
ac

he
r 

an
d 

pu
pi

ls
. T

he
 s

ec
on

d 
as

pe
ct

 is
 th

e 
m

od
e 

of
 w

or
ki

ng
 in

 te
rm

s 
of

 th
e 

ph
as

es
 o

f 
pr

ob
le

m
 s

ol
vi

ng
 

le
ss

on
, c

ov
er

in
g 

bo
th

 th
e 

Ja
pa

ne
se

 a
nd

 F
re

nc
h 

on
es

: i
nt

ro
du

ct
io

n,
 re

se
ar

ch
, s

ha
rin

g,
 a

nd
 sy

nt
he

si
s. 

Fu
rth

er
, w

e 
in

ve
st

ig
at

ed
 th

e 
ch

ar
ac

te
ris

tic
s 

of
 a

ct
iv

iti
es

 th
ro

ug
ho

ut
 d

iff
er

en
t p

ha
se

s 
of

 th
e 

le
ss

on
. 

A
do

pt
in

g 
th

e 
vi

ew
po

in
t 

of
 T

D
S 

th
at

 c
ha

ra
ct

er
is

es
 t

he
 e

vo
lu

tio
n 

of
 m

at
he

m
at

ic
al

 k
no

w
le

dg
e,

 w
e 

an
al

ys
e 

th
e 

de
vo

lu
tio

n 
pr

oc
es

s—
ho

w
 th

e 
re

sp
on

si
bi

lit
y 

on
 th

e 
gi

ve
n 

ta
sk

 m
ov

es
 to

 th
e 

pu
pi

ls
—

, t
he

 
va

lid
at

io
n—

ho
w

 th
e 

te
ac

he
r v

al
id

at
es

 p
up

il’
s 

an
sw

er
—

, a
nd

 th
e 

in
st

itu
tio

na
lis

at
io

n 
pr

oc
es

s—
w

ha
t 

ki
nd

 o
f k

no
w

le
dg

e 
is

 in
st

itu
tio

na
lis

ed
 a

s a
n 

ob
je

ct
 to

 b
e 

le
ar

nt
. 

W
hi

le
 th

e 
st

ud
en

t-t
ea

ch
er

s 
de

si
gn

ed
 a

 s
in

gl
e 

ta
sk

 to
ge

th
er

, t
he

ir 
im

pl
em

en
ta

tio
n 

sh
ou

ld
 b

e 
un

de
r 

se
ve

ra
l 

im
pl

ic
it 

co
ns

tra
in

ts
 o

f 
ea

ch
 c

ou
nt

ry
. W

e 
tri

ed
 t

o 
id

en
tif

y 
th

em
 a

cc
or

di
ng

 t
o 

th
e 

le
ve

ls
 o

f 
di

da
ct

ic
 c

od
et

er
m

in
at

io
n,

 b
y 

fo
cu

si
ng

 o
n 

th
e 

di
ff

er
en

ce
s 

id
en

tif
ie

d 
in

 th
e 

co
m

pa
ra

tiv
e 

an
al

ys
is

 a
nd

 
by

 e
xp

lo
iti

ng
 a

ll 
av

ai
la

bl
e 

re
so

ur
ce

s a
t o

ur
 d

is
po

si
tio

n.
 

C
om

pa
ra

tiv
e 

st
ud

y 
of

 S
w

is
s 

an
d 

Ja
pa

ne
se

 le
ss

on
s 

Ev
en

 th
ou

gh
 th

e 
ta

sk
 w

as
 d

es
ig

ne
d 

co
lla

bo
ra

tiv
el

y 
in

 th
e 

fa
ce

-to
-f

ac
e 

w
or

ks
ho

ps
 o

rg
an

is
ed

 in
 Ja

pa
n,

 
its

 i
m

pl
em

en
ta

tio
ns

 i
n 

Sw
itz

er
la

nd
 a

nd
 J

ap
an

 w
er

e 
ve

ry
 d

iff
er

en
t. 

W
e 

fo
un

d 
th

e 
di

ff
er

en
ce

s 
be

tw
ee

n 
th

e 
tw

o 
co

un
tri

es
 i

n 
di

ff
er

en
t 

ph
as

es
, 

bo
th

 b
et

w
ee

n 
th

e 
st

ru
ct

ur
es

 o
f 

th
e 

le
ss

on
s 

(s
ee

 
Fi

gu
re

 2
) 

an
d 

be
tw

ee
n 

ea
ch

 o
f 

th
es

e 
pa

rts
. 

In
 w

ha
t 

fo
llo

w
s, 

w
e 

fo
cu

s 
on

 t
he

 d
iff

er
en

ce
s 

of
 t

he
 

va
lid

at
io

n 
du

rin
g 

th
e 

re
se

ar
ch

 p
ha

se
 a

nd
 th

e 
sh

ar
in

g 
ph

as
e.

 

Fi
gu

re
 2

: S
tr

uc
tu

re
 o

f t
he

 tw
o 

le
ss

on
s 

Th
e 

is
su

e 
of

 v
al

id
at

io
n 

is
 a

t t
he

 h
ea

rt 
of

 m
at

he
m

at
ic

s 
(L

ak
at

os
, 1

97
6)

 a
nd

 it
 w

as
 th

e 
pr

in
ci

pa
l a

nd
 

re
cu

rr
in

g 
di

ff
ic

ul
tie

s 
fo

r S
w

is
s 

st
ud

en
ts

 a
s 

w
el

l a
s 

Ja
pa

ne
se

 s
tu

de
nt

s 
w

he
n 

de
si

gn
in

g,
 te

ac
hi

ng
 a

nd
 

di
sc

us
si

ng
 th

e 
le

ss
on

. W
he

n 
fin

al
is

in
g 

th
e 

pl
an

ifi
ca

tio
n 

in
 th

ei
r o

w
n 

la
ng

ua
ge

s, 
Ja

pa
ne

se
 a

nd
 S

w
is

s 
st

ud
en

ts
 a

re
 n

ot
 sp

ec
ifi

c 
ab

ou
t v

al
id

at
io

n.
 Ja

pa
ne

se
 le

ss
on

 p
la

n 
sa

ys
: 

W
he

n 
an

 in
co

rr
ec

t a
ns

w
er

 is
 g

iv
en

, t
he

 te
ac

he
r t

ak
es

 it
 u

p 
to

 th
e 

w
ho

le
 c

la
ss

 w
he

n 
ne

ce
ss

ar
y 

an
d 

ch
ec

ks
 w

hy
 it

 is
 w

ro
ng

. 

Th
e 

Sw
is

s l
es

so
n 

pl
an

 is
 n

ot
 m

or
e 

pr
ec

is
e 

ab
ou

t t
he

 c
rit

er
ia

 fo
r v

al
id

ity
, b

ut
 it

 is
 m

or
e 

sp
ec

ifi
c 

ab
ou

t 
a 

lis
t o

f i
nc

or
re

ct
 so

lu
tio

ns
. 

Sh
ow

 o
n 

th
e 

bo
ar

d 
co

rr
ec

t a
nd

 [.
..]

 in
co

rr
ec

t s
ol

ut
io

ns
 (d

ia
go

na
l, 

cu
t i

n 
ha

lf)
. D

ef
in

e 
th

e 
cr

ite
ria

 
fo

r 
a 

co
rr

ec
t 

so
lu

tio
n 

to
ge

th
er

 w
ith

 t
he

 p
up

ils
, w

rit
e 

th
em

 d
ow

n 
on

 t
he

 b
la

ck
bo

ar
d 

to
 m

ak
e 

a 
ch

ec
k-

lis
t t

o 
w

hi
ch

 th
e 

pu
pi

ls
 w

ill
 h

av
e 

to
 re

fe
r b

ef
or

e 
co

m
in

g 
to

 sh
ow

 a
 so

lu
tio

n 
to

 th
e 

te
ac

he
r. 

Th
is

 li
st

 re
fle

ct
s 

th
e 

m
ai

n 
pr

eo
cc

up
at

io
n 

of
 th

e 
Sw

is
s 

te
am

 to
 d

ea
l w

ith
 m

an
y 

pu
pi

ls
 c

om
in

g 
to

 th
e 

te
ac

he
r d

ur
in

g 
th

e 
gr

ou
p 

re
se

ar
ch

 p
ha

se
 (i

n 
or

an
ge

, F
ig

ur
e 

2)
 a

nd
 a

sk
in

g:
 “

is
 th

is
 c

or
re

ct
?”

. I
n 

fa
ct

, 
du

rin
g 

th
e 

re
se

ar
ch

 p
ha

se
, t

he
 S

w
is

s t
ea

ch
er

 ta
ke

s c
ar

e 
of

 p
up

ils
 o

ne
 b

y 
on

e 
in

 fr
on

t o
f t

he
 b

oa
rd

:  

0:
00

1:
03

:2
6

10
:0

0
20

:0
0

30
:0

0
40

:0
0

50
:0

0

0:
00

1:
03

:2
6

10
:0

0
20

:0
0

30
:0

0
40

:0
0

50
:0

0

Co
lle
ct
iv
e

G
ro
up

Sw
iss

 le
ss

on

Ja
pa

ne
se

 le
ss

on

In
di
vi
du
al

In
tr
od
uc
tio
n
R
es
ea
rc
h

Sh
ar
in
g

Sy
nt
he
si
s

Sh
ar
in
g

G
ro
up

In
tr
od
uc
tio
n

R
es
ea
rc
h

Co
lle
ct
iv
e

12



P u
pi

l: 
Te

ac
he

r, 
is

 it
 o

ka
y?

 

Te
ac

he
r: 

A
h,

 a
 b

ox
 i

ns
id

e 
th

e 
sq

ua
re

. 
[…

] 
un

fo
rtu

na
te

ly
, 

[f
irs

t 
na

m
e]

, 
yo

ur
 s

ol
ut

io
n,

 I
 

ca
nn

ot
 a

cc
ep

t i
t, 

be
ca

us
e 

sq
ua

re
s i

n 
th

e 
sq

ua
re

, i
n 

th
e 

sq
ua

re
 ..

. 

In
 c

om
pa

ris
on

, t
he

 Ja
pa

ne
se

 te
ac

he
r m

ov
es

 fr
om

 o
ne

 g
ro

up
 to

 a
no

th
er

 a
nd

 a
sk

s q
ue

st
io

ns
: 

Te
ac

he
r: 

Th
is

 o
ne

, a
re

 th
ey

 re
al

ly
 a

ll 
sq

ua
re

s?
 C

ou
ld

 y
ou

 th
in

k 
ab

ou
t i

t?
 

Pu
pi

l: 
O

ka
y.

 [T
ea

ch
er

 le
av

in
g]

 

In
 fa

ct
, t

he
 Ja

pa
ne

se
 te

am
’s

 w
ay

 o
f v

al
id

at
in

g 
th

e 
so

lu
tio

ns
 is

 c
lo

se
 to

 th
e 

de
fin

iti
on

 o
f v

al
id

at
io

n 
by

 
M

ar
go

lin
as

 (
20

04
): 

“t
he

 p
up

il 
de

ci
de

s 
by

 h
im

se
lf 

ab
ou

t t
he

 v
al

id
ity

 o
f 

hi
s 

w
or

k 
[..

.] 
th

an
k 

to
 th

e 
in

te
ra

ct
io

ns
 w

ith
 th

e 
m

ili
eu

 (p
. 2

4)
”.

 In
 c

on
tra

st
, t

he
 S

w
is

s 
te

am
 m

ak
es

 a
n 

ev
al

ua
tio

n:
 “

th
e 

va
lid

ity
 

of
 th

e 
pu

pi
l’s

 w
or

k 
is

 e
va

lu
at

ed
 b

y 
th

e 
te

ac
he

r i
n 

th
e 

fo
rm

 o
f a

n 
irr

ev
oc

ab
le

 ju
dg

em
en

t (
p.

 2
4)

”.
 

Th
is

 c
ha

ra
ct

er
is

tic
 c

an
 a

ls
o 

be
 f

ou
nd

 in
 th

e 
sh

ar
in

g 
ph

as
e 

(in
 b

ro
nz

e 
co

lo
ur

 in
 F

ig
ur

e 
2)

, u
su

al
ly

 
ca

lle
d 

m
is

e 
en

 
co

m
m

un
 

(p
ut

tin
g 

in
 

co
m

m
on

) 
in

 
Fr

en
ch

 
an

d 
ne

ri
ag

e 
in

 
Ja

pa
ne

se
. 

Th
e 

st
ud

en
t-t

ea
ch

er
s 

ar
e 

aw
ar

e 
of

 t
hi

s 
di

ff
er

en
ce

. 
A

fte
r 

ob
se

rv
in

g 
th

e 
Sw

is
s 

le
ss

on
 t

og
et

he
r 

an
d 

w
at

ch
in

g 
th

e 
vi

de
o 

of
 th

e 
Ja

pa
ne

se
 le

ss
on

, t
he

y 
w

ro
te

 in
 E

ng
lis

h 
th

ei
r c

ol
le

ct
iv

e 
re

fle
ct

io
ns

: 

V
al

id
at

io
n 

of
 a

ns
w

er
s d

ur
in

g 
“n

er
ia

ge
”:

 JP
 =

 o
th

er
s s

tu
de

nt
s /

 C
H

 =
 th

e 
te

ac
he

r m
os

tly
. 

In
 J

ap
an

 [i
t] 

is
 v

er
y 

im
po

rta
nt

 to
 e

xe
rc

is
e 

th
e 

st
ud

en
ts

/c
hi

ld
re

n 
to

 th
in

k 
ab

ou
t H

O
W

 th
ey

 fi
nd

 a
 

so
lu

tio
n.

 B
y 

ex
pl

ai
ni

ng
 f

ro
m

 p
ee

rs
 to

 p
ee

rs
 (

an
d 

no
t t

he
 a

du
lt 

ex
pl

ai
ni

ng
), 

ot
he

r 
st

ud
en

ts
 w

ill
 

un
de

rs
ta

nd
 it

 m
or

e 
be

ca
us

e 
it 

co
m

es
 fr

om
 a

no
th

er
 s

tu
de

nt
 li

ke
 th

em
. I

t a
ls

o 
he

lp
s 

th
e 

st
ud

en
ts

 to
 

co
nf

irm
 th

at
 h

e 
un

de
rs

to
od

 w
el

l t
he

 p
ro

bl
em

 a
nd

 it
 is

 in
du

ci
ng

 a
 d

is
cu

ss
io

n 
an

d 
de

ep
-th

in
ki

ng
 o

n 
th

e 
to

pi
c.

 (N
ot

es
 o

f w
or

ks
ho

p,
 P

EE
R

S 
w

ee
k 

in
 L

au
sa

nn
e)

 

Th
e 

st
ud

en
t-t

ea
ch

er
s’

 s
ha

rp
 a

nd
 c

on
ci

se
 d

es
cr

ip
tio

n 
of

 th
e 

di
ff

er
en

ce
 b

et
w

ee
n 

w
ho

 is
 v

al
id

at
in

g 
th

e 
so

lu
tio

ns
 in

 th
e 

tw
o 

le
ss

on
s c

om
es

 q
ui

ck
ly

 to
 th

e 
se

ar
ch

 o
f m

or
e 

ge
ne

ra
l r

ea
so

ns
. 

D
iff

er
en

ce
s 

co
nc

er
ni

ng
 

th
e 

va
lid

at
io

n 
be

tw
ee

n 
Ja

pa
ne

se
 

an
d 

Sw
is

s 
le

ss
on

s 
he

re
 

co
ul

d 
be

 
su

m
m

ar
is

ed
 in

 tw
o 

as
pe

ct
s 

of
 m

at
he

m
at

ic
s 

le
ss

on
 w

hi
ch

 a
re

 m
ut

ua
lly

 re
la

te
d.

 T
he

 fi
rs

t a
sp

ec
t i

s 
th

e 
ov

er
al

l f
or

m
 o

f m
at

he
m

at
ic

s 
te

ac
hi

ng
: c

ol
le

ct
iv

e 
te

ac
hi

ng
 a

nd
 in

di
vi

du
al

is
tic

 te
ac

hi
ng

. I
n 

Ja
pa

ne
se

 
le

ss
on

, n
er

ia
ge

 is
 a

 m
om

en
t f

or
 th

e 
w

ho
le

 c
la

ss
, i

nc
lu

di
ng

 p
up

ils
 a

nd
 te

ac
he

r, 
to

 v
al

id
at

e 
pu

pi
ls

’ 
an

sw
er

s 
an

d 
fu

rth
er

 d
ev

el
op

 t
he

ir 
id

ea
s. 

O
n 

th
e 

ot
he

r 
ha

nd
, 

in
 t

he
 S

w
is

s 
le

ss
on

, 
th

e 
te

ac
he

r 
in

di
vi

du
al

ly
 v

al
id

at
es

 p
up

ils
’ a

ns
w

er
s 

in
 b

ot
h 

re
se

ar
ch

 a
nd

 s
ha

rin
g 

ph
as

es
. T

he
 s

ec
on

d 
as

pe
ct

 is
 th

e 
di

da
ct

ic
al

 c
on

tr
ac

t (
B

ro
us

se
au

, 1
99

7)
 th

at
 d

et
er

m
in

es
 w

ha
t c

an
 b

e 
do

ne
 b

y 
pu

pi
ls

 a
nd

 te
ac

he
r: 

th
e 

te
ac

he
r m

ay
 d

ire
ct

ly
 v

al
id

at
e 

pu
pi

ls
’ a

ns
w

er
s 

in
 th

e 
Sw

is
s 

le
ss

on
, w

hi
le

 n
ot

 in
 th

e 
Ja

pa
ne

se
 le

ss
on

; 
th

e 
pu

pi
ls

 m
ay

 a
sk

 th
e 

te
ac

he
r t

o 
va

lid
at

e 
th

ei
r a

ns
w

er
 in

 th
e 

Sw
is

s l
es

so
n,

 w
hi

le
 n

ot
 in

 th
e 

Ja
pa

ne
se

 
le

ss
on

. I
n 

th
e 

ac
tu

al
 le

ss
on

, t
he

 Ja
pa

ne
se

 te
ac

he
r m

ig
ht

 n
ot

 a
lw

ay
s p

la
y 

he
r r

ol
e 

w
el

l a
s s

he
 w

as
 st

ill
 

a 
st

ud
en

t, 
bu

t 
sh

e 
w

as
 t

ry
in

g 
to

 l
ea

ve
 t

he
 r

es
po

ns
ib

ili
ty

 o
f 

va
lid

at
io

n 
to

 t
he

 i
nd

iv
id

ua
l 

pu
pi

ls
 o

r 
gr

ou
p 

in
 th

e 
re

se
ar

ch
 p

ha
se

 a
nd

 to
 th

e 
w

ho
le

 c
la

ss
 in

 th
e 

ne
ri

ag
e 

ph
as

e.
 T

he
 q

ue
st

io
n 

w
e 

as
k 

is
: 

w
ha

t m
ak

es
 s

uc
h 

di
ff

er
en

ce
s?

 W
e 

in
ve

st
ig

at
e 

an
d 

di
sc

us
s 

th
e 

cu
ltu

ra
l e

ff
ec

ts
 o

n 
th

es
e 

tw
o 

as
pe

ct
s 

in
 th

e 
ne

xt
 se

ct
io

n.
 

C
ul

tu
ra

l e
ff

ec
ts

 o
n 

m
at

he
m

at
ic

s 
le

ss
on

s 

C
ol

le
ct

iv
e 

te
ac

hi
ng

 o
r 

in
di

vi
du

al
is

tic
 te

ac
hi

ng
  

O
ne

 o
bv

io
us

 f
ac

to
r 

th
at

 h
in

de
rs

 t
he

 i
nd

iv
id

ua
lis

tic
 t

ea
ch

in
g 

in
 J

ap
an

es
e 

cl
as

s 
is

 t
he

 n
um

be
r 

of
 

pu
pi

ls
. I

n 
th

e 
cl

as
sr

oo
m

 o
f 3

5 
pu

pi
ls

 (a
bo

ut
 2

0 
pu

pi
ls

 in
 S

w
is

s 
ca

se
), 

it 
is

 d
iff

ic
ul

t f
or

 th
e 

te
ac

he
r t

o 
ta

ke
 c

ar
e 

of
 t

he
m

 o
ne

 b
y 

on
e 

in
di

vi
du

al
ly

. T
he

 w
ho

le
 c

la
ss

 v
al

id
at

io
n 

in
 t

he
 n

er
ia

ge
 p

ha
se

 i
s 

a 
so

lu
tio

n 
fo

r 
th

is
 c

on
st

ra
in

t. 
Fu

rth
er

, 
th

e 
Ja

pa
ne

se
 c

la
ss

ro
om

 i
s 

eq
ui

pp
ed

 s
o 

th
at

 t
he

 t
ea

ch
er

 c
an

 
co

nt
ro

l t
he

 w
ho

le
 c

la
ss

: t
he

 b
la

ck
bo

ar
d 

in
 fr

on
t i

n 
ad

di
tio

n 
to

 th
e 

la
rg

e 
di

sp
la

y 
at

 th
e 

si
de

 (F
ig

ur
e 

3)
. 

Th
es

e 
ar

e 
th

e 
co

nd
iti

on
s t

ha
t s

up
po

rt 
co

lle
ct

iv
e 

te
ac

hi
ng

 a
t t

he
 sc

ho
ol

 le
ve

l. 

Fi
gu

re
 3

: T
he

 b
la

ck
bo

ar
d 

an
d 

th
e 

la
rg

e 
di

sp
la

y 
in

 a
 J

ap
an

es
e 

cl
as

sr
oo

m
. 

A
no

th
er

 f
ac

to
r 

th
at

 s
up

po
rts

 c
ol

le
ct

iv
e 

te
ac

hi
ng

 is
 th

e 
ho

m
og

en
ei

ty
 o

r 
th

e 
id

ea
 o

f 
eq

ua
lit

y 
at

 th
e 

so
ci

et
y 

le
ve

l. 
In

 J
ap

an
 in

 g
en

er
al

, t
he

 te
ac

he
r 

tri
es

 to
 c

on
tro

l t
he

 w
ho

le
 c

la
ss

, s
o 

th
at

 e
ve

ry
 p

up
il 

co
ul

d 
le

ar
n 

in
 t

he
 s

am
e 

w
ay

. 
Th

e 
te

ac
hi

ng
 s

ho
ul

d 
no

t 
be

 d
on

e 
fo

r 
a 

pa
rti

cu
la

r 
le

ar
ne

r 
in

 t
he

 
cl

as
sr

oo
m

. 
Th

is
 i

s 
w

hy
 t

he
 t

ea
ch

er
 s

ha
re

d 
pu

pi
l’s

 s
ol

ut
io

ns
 e

ve
n 

in
 t

he
 r

es
ea

rc
h 

ph
as

e 
in

 t
he

 
cl

as
sr

oo
m

. 
Th

e 
ph

as
es

, 
ne

ri
ag

e 
an

d 
m

at
om

e,
 a

s 
a 

w
ho

le
 c

la
ss

 i
s 

pr
es

um
ab

ly
 t

he
 e

ff
ec

t 
of

 s
uc

h 
fa

ct
or

1
. 

In
 

co
nt

ra
st

, 
in

 
Sw

itz
er

la
nd

, 
or

 
ev

en
 

in
 

Eu
ro

pe
, 

th
e 

id
ea

 
of

 
in

di
vi

du
al

is
m

 
an

d 
“d

iff
er

en
tia

tio
n”

 i
s 

se
en

 a
s 

a 
w

ay
 o

f 
pr

om
ot

in
g 

eq
ui

ty
. 

W
ha

t 
is

 n
ec

es
sa

ry
 f

or
 e

ac
h 

le
ar

ne
r 

is
 

di
ff

er
en

t, 
an

d 
th

er
ef

or
e 

te
ac

he
r’

s i
nd

iv
id

ua
lis

ed
 in

te
rv

en
tio

n 
is

 n
ec

es
sa

ry
. 

T
ea

ch
er

’s
 r

ol
es

 a
nd

 p
up

il’
s 

ro
le

s 

A
t t

he
 le

ve
ls

 o
f p

ed
ag

og
y 

an
d 

pr
ob

ab
ly

 d
is

ci
pl

in
e,

 w
e 

co
ns

id
er

 th
at

 th
e 

id
ea

 o
n 

te
ac

hi
ng

 s
ha

re
d 

in
 

th
e 

te
ac

he
rs

’ c
om

m
un

ity
 in

 e
ac

h 
co

un
try

 is
 o

ne
 o

f t
he

 c
ru

ci
al

 fa
ct

or
s 

th
at

 s
ha

pe
s 

th
e 

te
ac

he
r’

s 
ro

le
 

re
la

te
d 

to
 th

e 
va

lid
at

io
n 

in
 th

e 
cl

as
sr

oo
m

. I
n 

Ja
pa

n,
 th

e 
na

tio
na

l c
ur

ric
ul

um
 e

m
ph

as
is

es
 s

tu
de

nt
s’

 
au

to
no

m
ou

s 
an

d 
in

de
pe

nd
en

t l
ea

rn
in

g 
(M

EX
T,

 2
00

8)
. A

nd
 in

 g
en

er
al

, J
ap

an
es

e 
te

ac
he

rs
 s

ha
re

 th
e 

id
ea

 th
at

 in
 th

e 
pr

ob
le

m
 s

ol
vi

ng
 le

ss
on

, t
he

 te
ac

he
r s

ho
ul

d 
no

t d
ire

ct
ly

 v
al

id
at

e 
pu

pi
l’s

 a
ns

w
er

, a
nd

 
it 

is
 ra

th
er

 th
e 

ro
le

 o
f o

th
er

 p
up

ils
. T

he
 p

up
ils

 in
 o

ur
 le

ss
on

 k
ne

w
 w

el
l a

bo
ut

 th
is

 c
on

tra
ct

, a
nd

 th
er

e 
w

er
e 

a 
fe

w
 p

up
ils

 w
ho

 a
sk

ed
 th

e 
te

ac
he

r 
to

 v
al

id
at

e 
th

ei
r 

an
sw

er
s. 

In
 c

on
tra

st
, i

n 
Sw

is
s 

te
ac

he
rs

’ 
co

m
m

un
ity

, 
th

e 
pr

ob
le

m
 s

ol
vi

ng
 t

ra
di

tio
n 

is
 s

ha
re

d.
 T

he
 e

m
ph

as
is

 i
s 

pu
t 

m
or

e 
on

 t
he

 s
ol

vi
ng

 
pr

oc
es

s 
th

an
 it

s 
pr

od
uc

ts
. T

hi
s 

ef
fe

ct
 is

 o
bv

io
us

 in
 th

e 
Sw

is
s 

m
at

he
m

at
ic

s 
te

xt
bo

ok
 (D

an
al

et
 e

t a
l.,

 
19

99
) 

w
hi

ch
 in

cl
ud

es
 o

nl
y 

th
e 

pr
ob

le
m

-s
itu

at
io

ns
, a

nd
 n

o 
ex

pl
ic

it 
co

nc
ep

ts
 o

r 
id

ea
s 

fo
r 

pu
pi

ls
 to

 
le

ar
n.

 T
he

 te
ac

he
rs

 a
re

 le
ft 

on
 th

ei
r o

w
n 

to
 c

re
at

e 
m

is
e 

en
 c

om
m

un
, a

nd
 in

st
itu

tio
nn

al
is

at
io

n 
ph

as
es

. 
In

 fa
ct

, i
n 

Fr
en

ch
 s

pe
ak

in
g 

pa
rt 

of
 S

w
itz

er
la

nd
 a

nd
 w

el
l a

s 
in

 F
ra

nc
e,

 th
es

e 
ph

as
es

 a
re

 o
fte

n 
ab

se
nt

 
in

 p
ro

bl
em

 s
ol

vi
ng

 l
es

so
ns

 (
A

lla
rd

, 2
01

5;
 T

iè
ch

e 
C

hr
is

tin
at

 &
 D

el
ém

on
t, 

20
05

) 
ev

en
 i

f 
th

ey
 a

re
 

1  H
ig

hl
y 

de
ve

lo
pe

d 
te

ac
he

r’
s s

ki
ll 

of
 b

oa
rd

 w
rit

in
g 

(s
ee

 T
an

 e
t a

l.,
 2

01
8)

 w
ou

ld
 b

e 
al

so
 a

 re
su

lt 
of

 th
is

 fa
ct

or
. 

13



pr
om

ot
ed

 i
n 

in
iti

al
 t

ea
ch

er
 t

ra
in

in
g,

 a
nd

 a
re

 o
fte

n 
re

pl
ac

ed
 b

y 
co

rr
ec

tio
n 

m
om

en
ts

 w
he

re
 t

he
 

te
ac

he
rs

 s
ho

w
 t

he
 “

co
rr

ec
t 

so
lu

tio
n”

. 
In

 t
he

 S
w

is
s 

le
ss

on
 o

f 
ou

r 
pr

oj
ec

t, 
th

er
e 

w
as

 a
lm

os
t 

no
 

sy
nt

he
si

s 
ph

as
e,

 a
nd

 th
e 

te
ac

he
r 

di
d 

no
t t

ak
e 

m
uc

h 
tim

e 
fo

r 
in

tro
du

ci
ng

 th
e 

pr
ob

le
m

 a
nd

 d
id

 n
ot

 
in

te
rv

en
e 

of
te

n 
en

ou
gh

 w
hi

le
 s

ol
vi

ng
 t

he
 p

ro
bl

em
. 

Th
is

 m
ay

 b
e 

at
tri

bu
te

d 
to

 t
he

 f
ac

t 
th

at
 i

t 
is 

im
po

rta
nt

 f
or

 p
up

ils
 to

 m
an

ag
e 

au
to

no
m

ou
sl

y 
ac

co
rd

in
g 

to
 th

e 
pr

ob
le

m
 s

ol
vi

ng
 tr

ad
iti

on
, b

ut
 th

e 
te

ac
he

r w
as

 in
 c

ha
rg

e 
of

 th
e 

va
lid

at
io

n 
of

 th
e 

so
lu

tio
ns

 a
s t

he
 c

om
m

on
 p

ra
ct

ic
e 

te
nd

s t
o 

be
. 

W
ha

t i
s 

in
te

re
st

in
g 

he
re

 is
 th

at
, p

ro
bl

em
 s

ol
vi

ng
 is

 a
 s

ha
re

d 
id

ea
 in

 b
ot

h 
co

un
tri

es
. P

ro
bl

em
 s

ol
vi

ng
 

le
ss

on
 is

 o
fte

n 
co

ns
id

er
ed

 a
s 

an
 e

ff
ec

tiv
e 

le
ss

on
 a

nd
 r

ec
om

m
en

de
d 

to
 t

ea
ch

er
s 

in
 J

ap
an

, a
nd

 o
ur

 
Ja

pa
ne

se
 l

es
so

n 
w

as
 a

ls
o 

fo
llo

w
in

g 
to

 a
 c

er
ta

in
 e

xt
en

t 
th

e 
pr

oc
es

s 
of

 s
uc

h 
le

ss
on

. 
A

s 
th

e 
na

m
e 

su
gg

es
ts

, t
he

 id
ea

 o
f 

pr
ob

le
m

 s
ol

vi
ng

 w
as

 in
vo

lv
ed

 in
 th

e 
de

ve
lo

pm
en

t o
f 

le
ss

on
 o

rg
an

is
at

io
n 

in
 

Ja
pa

n 
(H

in
o,

 2
00

7)
. H

ow
ev

er
, t

he
 le

ss
on

s i
n 

th
e 

tw
o 

co
un

tri
es

 a
re

 d
iff

er
en

t i
n 

th
ei

r r
ea

lis
at

io
ns

. T
he

 
in

te
rp

re
ta

tio
n 

of
 p

ro
bl

em
 so

lv
in

g 
an

d 
its

 fu
rth

er
 d

ev
el

op
m

en
t a

re
 th

er
ef

or
e 

ve
ry

 d
iff

er
en

t. 

C
on

cl
us

io
n 

O
ur

 r
es

ea
rc

h 
sh

ow
s 

th
at

 t
he

 c
la

ss
ro

om
 t

ea
ch

in
g 

pr
ac

tic
es

 a
re

 u
nd

er
 t

he
 s

tro
ng

 e
ff

ec
t 

of
 c

ul
tu

ra
l 

fa
ct

or
s, 

th
ro

ug
h 

a 
pr

oj
ec

t-b
as

ed
 in

te
rn

at
io

na
l e

xc
ha

ng
e 

pr
og

ra
m

 T
he

se
 f

ac
to

rs
 c

an
 p

ar
tic

ul
ar

ly
 b

e 
de

te
ct

ed
 i

n 
pr

e-
se

rv
ic

e 
te

ac
he

rs
’ 

ef
fo

rts
 o

f 
im

pr
ov

in
g 

th
e 

le
ss

on
. 

Pr
e-

se
rv

ic
e 

te
ac

he
rs

 h
av

e 
a 

co
nc

ep
tio

n 
of

 a
n 

id
ea

l m
at

he
m

at
ic

s 
le

ss
on

 d
ev

el
op

ed
 th

ro
ug

h 
th

ei
r 

le
ar

ni
ng

 e
xp

er
ie

nc
e 

as
 a

 p
up

il,
 

as
 a

 s
tu

de
nt

 a
nd

 a
ls

o 
du

rin
g 

th
ei

r 
pr

e-
se

rv
ic

e 
te

ac
he

r 
tra

in
in

g.
 I

n 
th

e 
fu

tu
re

 r
es

ea
rc

h 
w

or
ks

, 
th

e 
co

m
pa

ris
on

 b
et

w
ee

n 
ne

ri
ag

e 
an

d 
m

is
e 

en
 c

om
m

un
 a

s 
“t

he
 p

la
ce

 w
he

re
 te

ac
he

rs
 h

av
e 

to
 u

se
 a

ll 
th

ei
r 

kn
ow

le
dg

e 
(T

ak
ah

as
hi

, 
20

08
, 

p.
 9

)”
 w

ou
ld

 b
e 

ex
pa

nd
ed

 t
o 

ot
he

r 
cu

ltu
re

s 
in

 o
rd

er
 t

o 
be

tte
r 

un
de

rs
ta

nd
 th

e 
co

nd
iti

on
s 

an
d 

co
ns

tra
in

ts
 o

f t
hi

s 
“w

ho
le

 c
la

ss
 e

ve
nt

 d
ur

in
g 

w
hi

ch
 th

e 
te

ac
he

r g
oe

s 
th

ro
ug

h 
so

m
et

hi
ng

” 
(A

nd
re

w
s &

 L
ar

so
n,

 2
01

7,
 p

. 8
5)

. 

A
ck

no
w

le
dg

m
en

t 

Th
is

 w
or

k 
is

 p
ar

tia
lly

 s
up

po
rte

d 
by

 R
es

ea
rc

h 
Pr

oj
ec

t 
of

 J
oe

ts
u 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Ed

uc
at

io
n,

 J
SP

S 
K

A
K

EN
H

I (
JP

15
K

K
01

13
), 

an
d 

PE
ER

S 
pr

og
ra

m
 (H

EP
 V

au
d 

&
 B

oa
rd

 o
f H

ig
he

r E
du

ca
tio

n,
 V

au
d)

. 

R
ef

er
en

ce
s 

A
lla

rd
, 

C
. 

(2
01

5)
. 

Et
ud

e 
du

 p
ro

ce
ss

us
 d

'In
st

itu
tio

nn
al

is
at

io
n 

da
ns

 l
es

 p
ra

tiq
ue

s 
de

 f
in

 d
'é

co
le

 
pr

im
ai

re
 : 

le
 c

as
 d

e 
l'e

ns
ei

gn
em

en
t d

es
 fr

ac
tio

ns
., 

U
ni

ve
rs

ité
 d

e 
Pa

ris
 V

II
, P

ar
is

. 
A

nd
re

w
s, 

P.
, &

 L
ar

so
n,

 N
. (

20
17

). 
A

na
ly

si
ng

 g
en

om
gå

ng
: A

 S
w

ed
is

h 
m

at
he

m
at

ic
s 

te
ac

hi
ng

 le
ss

on
 

ev
en

t. 
N

or
di

c 
St

ud
ie

s 
in

 M
at

he
m

at
ic

s 
Ed

uc
at

io
n,

 2
2(

3)
, 8

5-
10

5.
 

A
rti

gu
e,

 M
., 

&
 W

in
sl

øw
, C

. (
20

10
). 

In
te

rn
at

io
na

l c
om

pa
ra

tiv
e 

st
ud

ie
s 

on
 m

at
he

m
at

ic
s 

ed
uc

at
io

n:
 A

 
vi

ew
po

in
t 

fr
om

 
th

e 
an

th
ro

po
lo

gi
ca

l 
th

eo
ry

 
of

 
di

da
ct

ic
s. 

Re
ch

er
ch

es
 

en
 

di
da

ct
iq

ue
s 

de
s 

m
at

hé
m

at
iq

ue
s,

 3
0(

1)
, 4

7-
82

. 
B

os
ch

, M
., 

&
 G

as
có

n,
 J

. (
20

06
). 

Tw
en

ty
-f

iv
e 

ye
ar

s 
of

 th
e 

di
da

ct
ic

 tr
an

sp
os

iti
on

. I
C

M
I B

ul
le

tin
, 5

8,
 

51
-6

3.
 

B
ro

us
se

au
, G

. (
19

97
). 

Th
eo

ry
 o

f d
id

ac
tic

al
 s

itu
at

io
ns

 in
 m

at
he

m
at

ic
s 

(N
. B

al
ac

he
ff

, M
. C

oo
pe

r, 
R

. 
Su

th
er

la
nd

, &
 V

. W
ar

fie
ld

, T
ra

ns
.).

 D
or

dr
ec

ht
, T

he
 N

et
he

rla
nd

s:
 K

lu
w

er
. 

C
ai

, 
J.,

 M
ok

, 
I. 

A
., 

R
ed

dy
, 

V
., 

&
 S

ta
ce

y,
 K

. 
(2

01
6)

. 
In

te
rn

at
io

na
l 

co
m

pa
ra

tiv
e 

st
ud

ie
s 

in
 

m
at

he
m

at
ic

s:
 L

es
so

ns
 fo

r i
m

pr
ov

in
g 

st
ud

en
ts

’ l
ea

rn
in

g.
 In

 In
te

rn
at

io
na

l C
om

pa
ra

tiv
e 

St
ud

ie
s 

in
 

M
at

he
m

at
ic

s (
pp

. 1
-3

6)
: S

pr
in

ge
r. 

C
ai

, 
J.,

 &
 W

an
g,

 T
. 

(2
01

0)
. 

C
on

ce
pt

io
ns

 o
f 

ef
fe

ct
iv

e 
m

at
he

m
at

ic
s 

te
ac

hi
ng

 w
ith

in
 a

 c
ul

tu
ra

l 
co

nt
ex

t: 
Pe

rs
pe

ct
iv

es
 o

f 
te

ac
he

rs
 f

ro
m

 C
hi

na
 a

nd
 t

he
 U

ni
te

d 
St

at
es

. 
Jo

ur
na

l 
of

 M
at

he
m

at
ic

s 
Te

ac
he

r 
Ed

uc
at

io
n,

 1
3(

3)
, 2

65
-2

87
. 

C
he

va
lla

rd
, 

Y
. 

(2
00

2)
. 

O
rg

an
is

er
 l

'ét
ud

e:
 E

co
lo

gi
e 

et
 r

ég
ul

at
io

n.
 I

n 
J.-

L.
 D

or
ie

r, 
M

. 
A

rta
ud

, 
M

. 
A

rti
gu

e,
 R

. 
B

er
th

el
ot

, 
&

 R
. 

Fl
or

is
 (

Ed
s.)

, 
Ac

te
s 

de
 l

a 
11

e 
éc

ol
e 

d'
ét

é 
de

 d
id

ac
tiq

ue
 d

es
 

m
at

hé
m

at
iq

ue
s (

pp
. 4

1-
56

). 
G

re
no

bl
e:

 L
a 

Pe
ns

ée
 S

au
va

ge
. 

C
la

rk
e,

 D
., 

Em
an

ue
ls

so
n,

 J
., 

Ja
bl

on
ka

, E
., 

&
 M

ok
, I

. A
. C

. (
20

06
). 

M
ak

in
g 

co
nn

ec
tio

ns
: C

om
pa

ri
ng

 
m

at
he

m
at

ic
s 

cl
as

sr
oo

m
s 

ar
ou

nd
 th

e 
w

or
ld

: S
en

se
 P

ub
lis

he
rs

. 
C

la
rk

e,
 D

., 
M

es
iti

, C
., 

O
’K

ee
fe

, C
., 

X
u,

 L
. H

., 
Ja

bl
on

ka
, E

., 
M

ok
, I

. A
. C

., 
&

 S
hi

m
iz

u,
 Y

. (
20

07
). 

A
dd

re
ss

in
g 

th
e 

ch
al

le
ng

e 
of

 
le

gi
tim

at
e 

in
te

rn
at

io
na

l 
co

m
pa

ris
on

s 
of

 
cl

as
sr

oo
m

 
pr

ac
tic

e.
 

In
te

rn
at

io
na

l J
ou

rn
al

 o
f E

du
ca

tio
na

l R
es

ea
rc

h,
 4

6(
5)

, 2
80

-2
93

. 
C

liv
az

, S
. (

20
15

). 
Fr

en
ch

 D
id

ac
tiq

ue
 d

es
 M

at
hé

m
at

iq
ue

s 
an

d 
Le

ss
on

 S
tu

dy
: a

 p
ro

fit
ab

le
 d

ia
lo

gu
e?

 
In

te
rn

at
io

na
l J

ou
rn

al
 fo

r 
Le

ss
on

 a
nd

 L
ea

rn
in

g 
St

ud
ie

s,
 4

(3
), 

24
5-

26
0.

 
D

an
al

et
, C

., 
D

um
as

, J
.-P

., 
St

ud
er

, C
., 

&
 V

ill
ar

s-
K

ne
ub

üh
le

r, 
F.

 (1
99

9)
. M

at
hé

m
at

iq
ue

s 
4è

m
e 

an
né

e:
 

Li
vr

e 
du

 m
aî

tr
e,

 li
vr

e 
de

 l'
él

èv
e 

et
 fi

ch
ie

r 
de

 l'
él

èv
e.

 N
eu

ch
ât

el
: C

O
R

O
M

E.
 

H
ar

t, 
L.

 C
., 

A
ls

to
n,

 A
., 

&
 M

ur
at

a,
 A

. 
(E

ds
.).

 (
20

11
). 

Le
ss

on
 S

tu
dy

 R
es

ea
rc

h 
an

d 
Pr

ac
tic

e 
in

 
M

at
he

m
at

ic
s 

Ed
uc

at
io

n.
 N

ew
 Y

or
k:

 S
pr

in
ge

r. 
H

in
o,

 K
. (

20
07

). 
To

w
ar

d 
th

e 
pr

ob
le

m
-c

en
te

re
d 

cl
as

sr
oo

m
: t

re
nd

s 
in

 m
at

he
m

at
ic

al
 p

ro
bl

em
 s

ol
vi

ng
 

in
 Ja

pa
n.

 Z
D

M
, 3

9(
5)

, 5
03

-5
14

. 
La

ka
to

s, 
I. 

(1
97

6)
. 

Pr
oo

fs
 a

nd
 r

ef
ut

at
io

ns
: 

Th
e 

lo
gi

c 
of

 m
at

he
m

at
ic

al
 d

is
co

ve
ry

. 
C

am
br

id
ge

: 
C

am
br

id
ge

 U
ni

ve
rs

ity
 P

re
ss

. 
M

ar
go

lin
as

, 
C

. 
(2

00
4)

. 
Po

in
ts

 d
e 

vu
e 

de
 l

'é
lè

ve
 e

t 
du

 p
ro

fe
ss

eu
r.

 E
ss

ai
 d

e 
dé

ve
lo

pp
em

en
t 

de
 l

a 
th

éo
ri

e 
de

s 
si

tu
at

io
ns

 d
id

ac
tiq

ue
s.

 (H
D

R
), 

U
ni

ve
rs

ité
 d

e 
Pr

ov
en

ce
 - 

A
ix

-M
ar

se
ill

e 
I, 

M
EX

T.
 (2

00
8)

. S
hō

ga
kk
ō 

ga
ku

sh
ū 

sh
id
ō 

yō
ry
ō 

ka
is

et
su

 s
an

sū
-h

en
. T

ok
yo

: T
ōy
ōk

an
. 

M
iy

ak
aw

a,
 T

., 
&

 W
in

sl
øw

, C
. (

20
09

). 
D

id
ac

tic
al

 d
es

ig
ns

 f
or

 s
tu

de
nt

s' 
pr

op
or

tio
na

l r
ea

so
ni

ng
: a

n 
"o

pe
n 

ap
pr

oa
ch

" 
le

ss
on

 a
nd

 a
 "

fu
nd

am
en

ta
l 

si
tu

at
io

n"
. 

Ed
uc

at
io

na
l 

St
ud

ie
s 

in
 M

at
he

m
at

ic
s,

 
72

(2
), 

19
9-

21
8.

 
Sh

im
iz

u,
 Y

. (
19

99
). 

A
sp

ec
ts

 o
f m

at
he

m
at

ic
s 

te
ac

he
r e

du
ca

tio
n 

in
 J

ap
an

: F
oc

us
in

g 
on

 te
ac

he
rs

' r
ol

es
. 

Jo
ur

na
l o

f M
at

he
m

at
ic

s 
Te

ac
he

r 
Ed

uc
at

io
n,

 2
(1

), 
10

7-
11

6.
 

St
ig

le
r, 

J. 
W

., 
&

 H
ie

be
rt,

 J
. 

(1
99

9)
. 

Th
e 

te
ac

hi
ng

 g
ap

. 
Be

st
 i

de
as

 f
ro

m
 t

he
 w

or
ld

s 
te

ac
he

rs
 f

or
 

im
pr

ov
in

g 
ed

uc
at

io
n 

in
 th

e 
cl

as
sr

oo
m

. N
ew

 Y
or

k:
 T

he
 F

re
e 

Pr
es

s. 
St

ig
le

r, 
J. 

W
., 

&
 P

er
ry

, 
M

. 
(1

98
8)

. 
C

ro
ss

 c
ul

tu
ra

l 
st

ud
ie

s 
of

 m
at

he
m

at
ic

s 
te

ac
hi

ng
 a

nd
 l

ea
rn

in
g 

re
ce

nt
 fi

nd
in

gs
 a

nd
 n

ew
 d

ire
ct

io
ns

. E
ffe

ct
iv

e 
m

at
he

m
at

ic
s 

te
ac

hi
ng

, 1
94

-2
23

. 
Ta

ka
ha

sh
i, 

A
. (

20
08

). 
Be

yo
nd

 s
ho

w
 a

nd
 te

ll:
 N

er
ia

ge
 fo

r 
te

ac
hi

ng
 th

ro
ug

h 
pr

ob
le

m
-s

ol
vi

ng
–I

de
as

 
fr

om
 J

ap
an

es
e 

pr
ob

le
m

-s
ol

vi
ng

 a
pp

ro
ac

he
s 

fo
r 

te
ac

hi
ng

 m
at

he
m

at
ic

s.
 P

ap
er

 p
re

se
nt

ed
 a

t 
th

e 
IC

M
E1

1,
 M

ex
ic

o.
 

Ta
n,

 S
., 

Fu
ka

ya
, K

., 
&

 N
oz

ak
i, 

S.
 (

20
18

). 
D

ev
el

op
m

en
t 

of
 b

an
sh

o 
(b

oa
rd

 w
rit

in
g)

 a
na

ly
si

s 
as

 a
 

re
se

ar
ch

 m
et

ho
d 

to
 im

pr
ov

e 
ob

se
rv

at
io

n 
an

d 
an

al
ys

is
 o

f i
ns

tru
ct

io
n 

in
 le

ss
on

 st
ud

y.
 In

te
rn

at
io

na
l 

Jo
ur

na
l f

or
 L

es
so

n 
an

d 
Le

ar
ni

ng
 S

tu
di

es
, 7

(3
), 

23
0 

- 2
47

. 
Ti

èc
he

 C
hr

is
tin

at
, C

., 
&

 D
el

ém
on

t, 
M

. (
20

05
). 

Pr
at

iq
ue

s 
et

 d
is

co
ur

s:
 le

 n
ou

ve
l e

ns
ei

gn
em

en
t d

es
 

m
at

hé
m

at
iq

ue
s 

1P
-4

P 
so

us
 la

 lo
up

e.
 N

eu
ch

ât
el

: I
R

D
P.

14




